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220802 冠岳(828m)　詳細下図

1070ｘ800



220802 冠岳(828m)　石仏位置詳細上
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1070ｘ800



冠岳(828m)　2022.08.02（火）晴れ

280*210

国道265号沿いの空地に駐車し南へ歩き出す。

南に冠岳を望む。 清水寺 53番札所には名札の付いた六体が安置
されている。

電柵ワイヤー開け閉めして、農道を緩く上って行く。

280*210

東に揺岳、祇園山が望まれる。 5番札所。 20番札所。

280*210

送電鉄塔の右を抜ける。 電柵を抜ける。 西南西へ緩く上って行く。

280*210 280*210

六路ヶ原大師堂に着いた。 10番・72番・85番・88番と弘法大師が安置してある。 屋外西側に40番。

駐車地→案内板→大師堂→峠→作業路→西峰→東峰→巡路入口→駐車地

西側に冠嶽八十八ヶ所霊所登山のご案内の案内板に目を通し、西へ坂道を上り直ぐに左折する。

東峰 西峰

祇園山

揺岳



280*210

南東へ上って行く。 分岐に出合い、右のササ藪へ進む。 膝丈の弱いヤブを抜ける。

280*210

スギ植林地を緩く上って行く。 51番・80番を見る。 スギ植林斜面を横断する。

280*210

間伐際を緩やかに上って行く。 東に揺岳と祇園山を望む。 47番札所。

斜面の平坦路を行く。 峠に到着。 36番・57番・50番。

開けて南南東に冠岳が見え、伐採斜面際を上って行く。

冠岳

祇園山
揺岳



16番。 30番。 尾根筋を南東へ進む。

280*210

34番。 緩く下って行く。 31番。

64番。 プラ階段を下って行く。 62番。

下に作業路が見えた。 4番。 作業路から南西に小川岳を望む。

作業路から北西に祖母山を望む。 60番。 南西側の法肩に取付く。

小川岳

祖母山



ササの下にプラ階段を見る。 カヤを漕いで行く。 ネットを抜ける。

280*210

プラ階段を上って行く。 8番。 雑木斜面をトラバーする。

280*210

崖下を進む。 崖下に12番を見る。 南西斜面に赤テープを見て取付く。

赤テープを辿って斜上する。 詰め上がり尾根筋に赤テープ見た。 尾根筋を東へ向かう。

展望岩から北に根子岳を望む。 展望岩から西にトンギリ山を望む。 展望岩から北西に伐採斜面を見下ろす。

トンギリ山 黒峰



展望岩から北に鉄塔を見下ろす。 展望岩から北東に鞍岡を見下ろす。 西峰に到着。

280*210

西峰からの展望。

280*210

尾根筋を行く。

コルに降り立ち東峰へ取付く。 やや急な斜面を上り上がると東峰に祀られた秋葉
大明神奥宮を見る。

迦具土命(かぐつちのかみ)”を祀る。樹木で囲まれ
展望は得られない。

一休みして、帰路につき西峰を見る。 コルから北へ急な斜面を下る。 下りきると案内板が立っていた。

長さ足らずのトラロープを利用して4m程の岩場を降る。

根子岳

東峰

西峰



コルを振り返る。 雑木斜面を斜下して行く。 70番。

280*210

39番。 68番。 26番に立ち寄る。

南南東へ緩く斜上する。 25番。 ロープ斜面をトラバーする。

23番に立ち寄る。 プラ階段を下って行く。 19番。

21番。 プラ階段を下って行く。 17番。



北西へトラバー気味に進む。 18番。 プラ階段を下って行く。

48番。 14番。 22番。

擬木階段を下って来た。 水路階段を渡る。 東へ擬木階段を下って行く。

11番。 擬木階段を下る。 9番。

秋葉大明神下宮を通過する。 道路擁壁上部を南へ進む。 道路擁壁の階段を下る。



巡路入口から振り返る。 国道265号に出合い、北上する。 鞍岡へ向かう。

冠岳に関する案内板を山側に見る。 取付いた道路の案内板が見えた。 駐車地に帰り着いた。

コオニユリ ウバユリ ベニバナボロギク

ダイコンソウ クサフジ コナスビ

ウツボグサ ウマノアシガタ タケニグサ



リョウブ シコクママコナ

ツチアケビ　実 マムシグサ　実


